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１．社会的課題と補助事業の関係整理

状況

目指す姿

目的
（中間目的）

受益者

実施
内容

結果
・成果

２．補助事業の実施状況、結果等を振り返り、補助事業全体を総合的に評価

事業全体の
総括的感想

今回の事業で、
優れていると
評価できる点

今回の事業の
課題、改善すべ
きと思われる点

事業実施で得る
ことができた教
訓（知識・知

見）、その他ア
ピールしたい点

▲

各団体が全国各地で行った集団指導の参加者は3,048人（59カ所）であったほか、それぞれの
事業には多くの障害児及び家族が参加し、専門的な知識及び情報交換の場を提供することが
出来た。

盲、聾、知的障害、肢体不自由、病弱虚弱、発達障害等の障害児及びその家族

各種の障害に関する専門医や臨床心理士等による療育相談・訓練指導等を実施するとともに、保育所
や幼稚園における発達障害児の早期支援の取り組み、各種障害父母団体ごとに各地で行う集団指導
（集団キャンプ）活動による同じ障害児を持つ家族の交流、障害児の体力向上、積極的な人間形成に資
するためのスポーツ大会の開催の外、各障害団体ごとに会員に対する最新の情報提供（会誌の発行）等
を行う。
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社会福祉法人　全国心身障害児福祉財団

社会的課題
（最終目的）

補助事業で解決・改
善を目指す

国及び地方自治体による障害児に対する支援制度は、障害者自立支援制度等によって相当程度拡充されてきて
いるが、個々の障害に対する専門的療育相談や障害者の療育に係わる家族等に対する支援は遅れており、障害
児及びその家族にとって専門的療育に関する知識・情報交換の場の確保が重要な課題となっている。

各種障害児の父母等の団体が、各々の会員に対して専門的な知識・情報交換の場を提供し、
障害児の将来の自立・社会参加を目標とする。

法人格を有しない団体に対して行う支援補助事業

各種の障害児やその家族に対して、各補助事業が情報提供の場、及び交流の場として機能しており、毎
年全国の障害児及び家族に各事業を展開することにより障害児の自立及び社会参加の一つとして位置
付けられている。

各種の障害児及びその家族が適切な療育訓練の知識や情報を得ることが出来、また同じ障害児を持つ
家族間の交流やスポーツ振興等が実施されており、ＪＫＡ補助事業は社会的に孤立しがちな障害児・家族
に明日への希望を繋げていく大きな支えとなっている。

幼稚園や保育所において実施された専門家による発達障害児の早期支援事業については、各地で取り
組むべき発達障害児支援のあり方を示すなど有益な成果を上げることが出来た。また、集団キャンプや地
域指導者養成研修会等を全国各地で行うことにより、実施地域での父母団体の活性化や競輪事業の理
解啓発に繋がった。

各事業とも補助事業枠での事業実行は出来ているが、参加希望者のニーズに応えるためには自己負担
での実行も考えなければならない。しかし、各種障害によって大小の団体があり、経済的な規模も異なるた
め小規模な団体に対しては自己負担で実行する余地が無く今後の課題となる。

補助事業

各種障害児及びその家族にとって必要な専門的療育相談の場を提供するとともに、同じ障害児
を持つ家族同士が交流すること等によって療育環境を改善する。
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事業者名  社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 全国
ぜ ん こ く

心身
し ん し ん

障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

財団
ざ い だ ん

 
 
 
設立経緯   各種障害児の親の会や養護学校のＰＴＡが中心となり、ＪＫＡ等の支援 

・目 的  を受けて設立した社会福祉法人で、各障害に共通する専門的な療育相談や 

指導訓練等を実施すると共に各種の障害児の関係団体の活動を支援する 

事業を目的とする。 

 

事業内容  ア 全国療育相談センター  療育相談・治療訓練等 

      イ 中央愛児園  医療型障害児発達支援センター・放課後デイサービス  

      ウ その他関連団体との協力の下、各種療育相談事業等を実施 

 

法人設立  昭和 45 年 10 月 31 日 

 

所 在 地  東京都新宿区西早稲田 

 

関係団体  (福)全国重症心身障害児(者)を守る会、(福)全日本手をつなぐ育成会、 

(社)日本筋ジストロフィー協会、(社)日本自閉症協会、(社)全国肢体不自由

児者父母の会連合会、(社)日本てんかん協会、(財)日本ダウン症協会、 

(財)全国心臓病の子どもを守る会、(Ｎ)全国ことばを育む会、全国難聴児を

持つ親の会、全国視覚障害児(者)親の会、全国聾学校ＰＴＡ連合会、全国

盲学校ＰＴＡ連合会、全国病弱虚弱教育学校ＰＴＡ連合会、全国特別支援

学校知的障害教育校ＰＴＡ連合会、全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連

合会等１６団体 

 

※ 平成 23 年度事業(決算ベース) 

総事業費４億 3,613 万円 

収入のうち補助金・助成金が２億 11 万円 うちＪＫＡ補助金１億 147 万円である 

2



全国心身障害児福祉財団の関係団体一覧 

                                                                       平成24年4月1日現在 

 
      団    体    名 

発    足 
 

年 月 日 

法人許可 
 

年 月 日 

会員数(人) 
 

全 国 難 聴 児 を 持 つ 親 の 会 S40. 9.26       1,742 

全 国 聾 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 S38.10. 1       8,078 

全 国 盲 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 S37. 6.12       3,463 

全国病弱虚弱教育学校ＰＴＡ連合会  S45. 7. 1       4,200 

全国特別支援学校知的障害教育校ＰＴＡ連合会  S42. 7.10      88,242 

全 国 視 覚 障 害 児 （ 者 ） 親 の 会 S56.11.29        470 

全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会 S33. 7. 4      18,136 

(社)日 本 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー 協 会 S39. 3. 5 S43. 2.10      2,323 

(NPO)全 国 こ と ば を 育 む 会 S40. 8. 1 H 17. 3. 3      7,791 

(社)日 本 自 閉 症 協 会 S40. 5.19 H 1.10. 6     14,379 

(社)全国肢体不自由児・者父母の会連合会 S36. 4. 1 S55. 2.27    36,000 

(社)日 本 て ん か ん 協 会 S51.10.24 S56. 2. 4      4,942 

(財)日 本 ダ ウ ン 症 協 会 H 7. 6.25 H13. 4. 1      5,700 

(福)全国重症心身障害児（者）を守る会 S39. 6.13 S41. 4.16     11,792 

(福)全 日 本 手 を つ な ぐ 育 成 会  S27. 7.19 S34. 3.23    255,244 

(財)全国心臓病の子どもを守る 会 

 

 

S38. 11.3      4,400 
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２３－２－０５３  社会福祉法人 全国心身障害児福祉財団 

法人格を有さない団体に対して行う事業についての事業内容 

 

 

①障害児及び家族に対する療育相談の実施 

（全国心身障害児福祉財団） 

   発達障害児(者)及び家族に対し相談する場を設けるとともに、歯科治療が困難な重度

障害を持った児(者)に対して、診療機関の紹介等、適切な助言を行い今後の家庭での生

活に向けてのサポートを行う。また、療育についての療育指導書を発行する。 

 

②障害児及び家族に対する治療訓練 

（全国心身障害児福祉財団） 

自閉症児・精神発達障害児及び家族に対し、それぞれの状況に応じた適切な治療訓練

行い、将来に向けて実際の生活の中で生かすことのできる手立てと希望を与える。 

 

③障害児・者父母団体地域指導者養成研修 

（全国心身障害児福祉財団） 

  ＪＫＡ補助金により事業を実行している団体の参加者を対象とし、競輪公益資金の理

解を高めると共に、同じ地域の各種障害を持った方々やその家族が、講師を招き福祉に

関する講義と参加者が意見交換の出来る場を設けた福祉講座を行う。 

 

④発達障害幼児に対する早期支援 

（全国心身障害児福祉財団） 

気になる子どもや発達障害児等の早期支援を幼稚園・保育所等が中心となって推進す

る取り組みを行う。 

 

⑤障害児の親のための指導誌（紙）の発行 

(日本筋ジストロフィー協会／全国ことばを育む会／全国難聴児を持つ親の会／日本自閉

症協会／全国肢体不自由児・者父母の会連合会／全国聾学校ＰＴＡ連合会／全国盲学校Ｐ

ＴＡ連合会／全国病弱虚弱教育学校ＰＴＡ連合会／全国特別支援学校知的障害教育校ＰＴ

Ａ連合会／日本てんかん協会／全国視覚障害児・者親の会／全国肢体不自由特別支援学校

ＰＴＡ連合会) 

パソコン環境の整備されていない各々の患者(会員)及び家族、学校や役所の障害関係

課等に対し、各障害に関する療育技術やさまざまな情報を紙ベースで伝える。 

 

⑥心身障害児対策の無料検診 

療育相談指導 

(日本筋ジストロフィー協会／全国ことばを育む会／全国難聴児を持つ親の会) 

各障害に対する専門医療を受けることが困難な患者個人に対して無料検診を提供す

る。 

  治療教育相談 

(全国ことばを育む会／日本自閉症協会／全国聾学校ＰＴＡ連合会) 

  患者及び家族・関係者に対し専門的な情報を獲得するため、講師を招き講演会及び、

講演会後の相談会を開催する。 
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 ⑦障害児と保護者の相互理解と将来への指針（集団指導） 

(日本筋ジストロフィー協会／全国ことばを育む会／全国難聴児を持つ親の会／日本自閉

症協会／全国肢体不自由児・者父母の会連合会／全国盲学校ＰＴＡ連合会／全国病弱虚弱

教育学校ＰＴＡ連合会) 

  各障害の患者及び家族が同じ障害を持った仲間と共に集団キャンプを開催し、将来へ

の生きる指針を獲得する。 

 

 ⑧指導者養成研修 

(全国肢体不自由児・者父母の会連合会) 

  肢体不自由障害児・者活動の活性化には正しい情報・認識を身に付けた指導者(リーダ

ー)の存在が重要であり、研修会を開催することで肢体不自由障害児・者の自立更正を

促進する指導者の技術を一層充実させる。 

 

 ⑨社会復帰のための社会適応講座の開催 

  日頃病院生活を行っている病弱虚弱児に対して、社会適応のための実践的知識を習得

させる。 

 

 ⑩障害生徒スポーツ振興事業 

聴覚障害生徒スポーツ振興 

(全国聾学校ＰＴＡ連合会) 

陸上競技大会・卓球大会を開催し、ろうあ児の体力向上を通して意欲的な人間形成に

寄与する。 

  視覚障害生徒スポーツ振興 

(全国盲学校ＰＴＡ連合会) 

  盲児野球大会を開催し、盲児の体力向上を通して意欲的な人間形成に寄与する。 

 

 ⑪ダウン症児・者の自転車教室 

(日本ダウン症協会) 

運動機能が劣るダウン症児者が、自転車教室参加に参加し、障害の垣根を超えるステ

ップアップを図る。 
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12月3日
千葉県南総文化ホール

12月3日

12月3日

発達障害幼児に対する早期支援事業（子育て支援フェスタ）

千葉県南総文化ホール

千葉県南総文化ホール
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7月30日

7月30日

7月30日

障害児と保護者の相互理解と将来への指針(日帰り集団指導キャンプ)

障害者スポーツセンター

障害者スポーツセンター

障害者スポーツセンター
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11月26-27日

11月26-27日

障害児と保護者の相互理解と将来への指針(１泊２日集団指導キャンプ)

ホテルニセコいこいの村

ホテルニセコいこいの村
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10月22-23日

10月22-23日

7月24-25日

訓練センター

障害児と保護者の相互理解と将来への指針(総合相談会集団指導キャンプ)

松江心身障害児者

ホテルサンルート有明

ホテルサンルート有明
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